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受変電 借用変圧器
Transformersfor Substation SYStemS

′三食ノiに設伯には,胤去の多様化,システムノ)大別純化･松雄化により1判りl亡ごjJ上一乏

′.にの`.判子ナが上糾J【Jし,人手さ二:-呈二化が進むに/ノれ†‾l捕什,l;ガ災什rユもと.より､l言削岩iとLて

の柁でさ効一果,隣接他企業･`.-は力仝什をも汁〆つた逆順効果･供手打イ.捕蝿など,総ナナ機

能を拉大l脱に発揮できることか紫求されている′ したがって,一之変一】㌫役場の中核と

なる変Jt器についても,絹遥にJ心じた帖拉二い選択か吋能な機仰を川二占ミするはか,.設

備から要求される機能を満足する新技術･新機種の開発によってこれに対処してい

く必要がある｡日立製作所では変圧器単体だけでな〈,設備計画全体のエンジニア

リングを実施しているが,本稿では最近の′受変電設備用変圧器の新技術の動向と適

用について述べる｡

u 緒 言

一之坐`心.さ‡帥【ijは,各帥権某･プラントの′上り～と刺ブJi札付仝r子辻

イ批 交旭機l札 公j亡.没イ侃 ビ′レ･`l一に十計汀機‾r仰=卸など〝)各純

′心J上jiとして市費な位うこ･:-:を事1iめている.=また,近f卜耶絹の一i辿皆さ

化やシステムグ)規帖グ対日二人,似権化に.よ/ノて,特別i吋_1三一之′iE

･ゾ)※り′ナか1ゞl川IJし,′三愛′l=は設仙iiか人′ヂ妄さ1呈二化Lてきている.二.した

か一1て,一之変′lにし没伯の機能出一失はシステムや地1郎-f二会に‾!正人

な影響を及ぼすこととなり,より高い信頼性が強く求められ

ている｡一方,負荷の種類についても,電鉄や鉄鋼のように,

繰返しの短時間過負荷を必要とするものや,チョッパ制御,

電力回生用インバータなどのサイリスタ応用製品の使用増

加に伴う電源変動,又は高調波抑制対策などが重要視され

るようになった｡これに対し一受変電設備のシステム構成は,

常用･予備2回線受電,変圧器の複数バンク化,スポット
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ネットワーク方式,区間イ米護方式などによって供給イ言椒度

の向上を図っているが,そのかなめとなる変圧器について

もこれらの背景を踏まえ,各需要家のニーズの特徴と将来

動向を的確に把手足したうえで,新機能の追加及びソフトウ

17･/トードゥェア仙l恥二わたる析技術問ヲ邑をj迅速に推進す

る必要かある｡臼､ソニ磐望作巾ではJt之j珪グ)′乏凌`息設伯梢坐J_l三汁こさに

対L,図1に/Jこす上うなナ之術的対ん‾仁をトギトノている._ 埜=三‾拝さ主の

柑柑にごユ,絶紘･i†㌻月川某体によって大別して仙人変J仁諾三さ土･こ吃

J〔′変=三旨二手ヒかある+仙人健†二1三旨諒とLては,呪/1三池別範叩こノバ上さ

と綿i･刑′Ⅰ三に憤れ∴臭苺と一iのjtょし?望1;丁な鉱油入変ノー仁片;圭か仲川され,

蛇ノー(射l三旨三‡としてrま‾‡三にモールド変性岩音とSF6ガス絶紘変J仁

拝詩が仙川される｡巻紙をシリコーーンワニスで処碓LたH帥舷

J(坐ノー一三旨謹もあるか,…汁i仙･′【三のノ∴-二かごフー拉j仁はモー/し卜■凌Jl三拝三さに
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表l 絶縁冷却媒体から区分Lた変圧器の種類と特徴 油入変圧

器に対し.不燃性のモールド変圧器及びSF.;ガス絶縁変圧器がある｡

項 目 )由入変圧器 モールド変圧器 SFli力♪ス絶縁変圧器

l.絶縁ノ令却

媒体
鉱)由 レジン,空気 SF〔i力Pス

2.イ吏用場所 屋内･屋外 屋内 屋内･屋外

3.特 性

難燃性 △

魯

匂 r∈り
耐熱性

耐湿性

◎ ⑳

し■抄
耐塵･性 ◎ (9

4.ノ令却方式 自冷式
自ノ令式 強制そ盾環自ノ令式

風ノ令式 強制弓盾環風/令式

5.電圧適用

範囲
(任意) 30kV以下 60kV以上

6.容量適用

範囲
(任意) 10MVA以下 30MVA以下

7.保守点検

=)温度計の監視 (-)温度計の監視 (=温度計の監視

(2)絶縁油の特性 (2)掃除機,ウニ (2)SF6カースの性

チェック スによる清掃 状チェック

(3)油漏れ点検 (3)夕十観目視点検 (3)ガス漏れ点検

(41手甫機の点検

8.床 面 積 100% 30～50% 90､I10%

9.重 量 100% 75% 90､I10%

注:◎印は倭,r二)印は良,△印は可を示す｡

柁行Lている.｡表1は各稚蛮行三器の特徴を簡単に比較したも

グ)で.以トニれら変J_t器の新技術の動向と特長,及びそれを

生かした適用法について述べる｡

臣l 油入変圧器

2.1 中･大容量器

油人変卜仁器は翌誌な某紙と汎肝性をもっているか,それだ

けに餌機能グ)j亡川Il,総柄件･イJ松竹ミ･保守性のrrり上,知的期

/＼グ)即ん仁などかより強く求められるようになった｡これに対

し日立製作所では,生産合f里化の兆i流となる設計の標準化,

_1_二千'】三の紬紳iを強力に推進してきた｡部品の寸法は規則件のあ
る標準数鮮1〉によって系列化Ll).集約加工を卜』るととい二,

イこ鮒f主外の仕様に対Lても7上擦件のある‾方∫(とLた(,一方,ハ

ートウェアについてはイ‾三枚件のIrり上と抑汁ト1二不■∴匁招｢iのため,

仝装可搬過哨範岡の拡大を同/ノてきた｡

2.1.1需要家のニーズに沿った構造･特性の改善

(1)払L､構造

変ri三器の先生才杜夫のうち,l削岩損である無負荷才員を帆滅す

ることは日掛幸三の大きさにかかわらず省エネルギー効果が期

待できるっ 日立製作巾では無負荷揃の仏滅を図るため良宮守の

方什件けい素細粒を停輔L,′ト容量変圧器にも丸形ヨーク･

45度ラップ繊維接で十方式を採絹している｡また,鉄心はポ/し

トによる締付を行なわないパインド締付‾方式とし,ボルト締

付用の孔によ1て生ずる磁束の乱れをなくすことにより材料
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図2 部品ユニットの組合せ例 部品ユニットを自由に組み合わせるワイドセレクション方式である｡

※1)JIS Z8601｢標準数+を参坤｡
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受変電設備用変圧器 645

の特性を有効に発揮できる構造としている｡更に,鉄心寸法

及び重量低減のため占積率を向上させ,鉄心の小形･軽量化

を図っている｡

(2)巻線構造

巻線構造は電圧･電流の大きさによって円板巻線,円筒巻

線,ヘリカル巻線を組み合わせている｡巻線構造上重要な巻

線端部絶縁は,過去の豊富な実績及び電子計算機による電界

解析によって標準構造を決定し,高圧巻線は衝撃電圧に対す

る電位分布の良好なインタリーブ巻線とした｡一方,実物大

モデル実験による巻線内油流分布と冷却特性の詳細解析の結

果をもとに,巻線のf令却構造を改善した｡

(3)外部構造

抽入変圧器の油劣化防止方式は,窒素密封形として信根性

を向上させ,保守･点検を容易にした｡

タンク構造は内圧･外圧に対する強度,耐震強度及び輸送

強度の面から見直し,軽量な構造とした｡

プッシングの接続方法は,受変電設備の安全性,耐塩害性

などのニーズに沿い,充電部を密閉したGIS(GasInsulated

Switchgear)直結形,ケーブル接続形及びバスタクト接続形

が増加してし､る｡日立製作所ではこれらのいずれにも対応で

きるように,各ユニットを標準化し,それらを設置条件･用

途に応じて最適となるように組み合わせて設計･製作する編

集設計(枠♯方式)の手法を確立している｡区12に部品ユニッ

トの組合せ例を示す｡

放熱器は放熱効果の良い多ひだ広幅形を才采用し,放熱器

本数の低減によって変圧器全体の小形･軽量化を図った｡

図3にこれを適用した66kV,50Hz,4.5MVA変圧器の外観を

示す｡

2.l.2 全装可搬適用範囲の拡大

変圧器は工場で組み立てた姿のまま輸送できること(仝装

可才般)が据付工程短縮及び信束副生向上のために理想的である

が,鉄道･道路の輸送限界により大容量器では分解輸送とされ

る｡これに対しては前記の構う豊改善によって66kV,60Hz,

15MVA負荷時タップ切換変圧器の仝装可搬が可能となった｡

2.2 小容量器(2MVA以下)

2MVA以下の需要一家配電用としては,図4(a)に示す日立独

き㌣ 勺

㌢､:∨こ

図3 66kV,50Hz,4.5MVA変圧器 窒素ガス封入完全密封形油入変

圧器(自プ令式)の外観を示す｡

壷

(a) (b)

図4 (a)波形タンク構造変圧器及び(b)三相巻鉄心 波形タンク構造

の採用によって,冷却効率向上と小形化が図れた｡

自の波形タンク構造を採用した抽入変圧器を量産している｡

これらの変圧器は二大のような特長をもっている｡

(1)良質な方向性けい素鋼板の採用と巻鉄心〔図4(b)〕ある

いは額縁鉄心構造による,無負荷損の大幅な低減(低損失形)｡

(2)冷却効率の高い波形タンク構造による,小形･軽量化

(据付スペースの縮i成)｡

(3)波形タンク構造による,無圧密封化(絶縁油の劣化を抑

制したメンテナンスフリー形)｡

(4)省溶接構造と全外周溶接による,さびの発生防止と耐候

性の向上｡

田 モールド変圧器

モールド変圧器は,油を使用せず巻線の周囲が難燃性,自

己消炎性のレジンで完全に覆われているため,防災性に優れ

ている｡したがって,表2にその一例を示すように消火設備

の軽減を図ることができる｡また,従来のH種乾式変圧器よ

りも耐湿性,耐塵填性に優れ,構造が簡潔･堅ろうなため機

械的強度も大きく,保守･点検が容易である｡更に,抽入変

圧器に比べて低損失であることから省エネルギー効果も大き

表2 受変電設備に設ける消火設備の例 東京都での200m2未満の有

人変電設備の場合を示す｡

変電設備 全出力(kW)
変圧暑暮の 固 定 大 形 小 形

区 分 消火設備 消 火 器 消咋器

7,000V

超過

(特別高圧)

すべて

油 入 ○ ⊂)

乾 式 ○ ○

7.000V

以下

(高圧･低圧)

l′000以上

三由 入 ○ (⊃

幸乞 式 ○ Cl

5001次上

l.088未満

油 入 ○ ○

乾 式 ○

500未満

三由 入 ○

乾 式 ○

注:全出力(kW)は,変電設備の変圧器定格容量(kVA)の和に下記の係数を乗じ

て算定する｡

定格容量の数値の合計(kVA) 500未満
500以上

l′000未満
l.000以上

係 数 0.80 0.75 0.70
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表3 モールド変圧器の特長とそれを生かした用途 防災用を主

体に,あらゆる分野への導入が進のられている〔_.

＼
特長 (オイルレス)

イ藍損失
耐 湿 性

l

′ト形･軽量低月議書
短時間

用途 難 燃 性 耐塵i臭性 過負荷

高 層 ビ ル 〔【〕
__ノ

病 院 しノ
､__ノ

地 下 街 ⊂)
･ニつ

ノ

ト ンネル内 ( )

電 鉄 用 ) ⊂)

鉄 て洞 :､‾〕

化学プラント ■__+

浄 水 場 ノ

食 品 工 場

展 示 会 場

工 事 現 場 J ｢

¢

整

戎.､ご､

且､

■+

図5 22/6.6kV,2.5MVA三相自冷式H種モールド変圧器 巻線

はMルジンで注型L,相聞壬妾続緑は絶縁被覆Lた結線導体とLている｡

30

25

20

5

(
∈
∈
＼
址
三

池
盟
聖
者

二＼
.

(三こ｡
日立注型用レジン(MT)

∠

』焉
日立注型+

＼

日立注型用レジン(Ml)

く,カム珪では33kV以下の防災形変tl三器の主流となっている｡

表3はモールト埜J七諾詩の一般的な純良と,それを生かしたJヰ寸

迩をノJけ､1日立こ出作所は谷二道にんじじて姑過な構造と製作方法

を･抹川することに.よって､イー一言鮒性の高い各稚モールト埜圧器

を生産Lている._.

3.1大容量モールド変圧器

1,5MVAを超える大谷_追器は,絶縁帥別をH帥とLて特に

小形･軽視†とをL､メ】っている｡図5にH仲モ】ルド恕土器の外

批を′+ミす｡

巻維仏道は,LL′ti■リブ式と含i′よ方式を`1は圧と梢遥にんじじて使

い分けているノ(1)f■i三ノ1i■1方式は,巻紙に金Jl言■壬をセットしレジン

を打乍汀人後,ノJIJ鮒硬化きせる方式で,巻線全体か比較的厚

いレノン鳩で粒われているため∴銭`定圧哨としてf7川主,l吸fJj.主

なビグ)条件か践Lい用途に過Lている｡大谷_追のH柿モール

ドコイルを注′モ■!方Jてで製作するには,高l耐熱′性レジンの開発

と■1⊥引‾空な拝‖iり土術を必要とするか,Lゴ立製作所では図6にホ

すMIレノンにより乱打丁化に成功Lた2)｡〕(2)合さ壬方式は,オ､ラ

スチーフにあJ〕かじめレジンを藷f′壬させた絶緑川料(プリプレ

グ)をコイ′レグ)l勺外周に巻付け後,加熱硬化させる方式であ

る-Jニグ)ノナ式は一巻拙よIR=二図6にホすような熱応力に対する

機賊的鮒空クリヾきし､FRP(グラス繊維強化ブラスチック)の層

か形成きれるため,巻紙悶囲のレジン層を描くすることかで

きる｡二れによリレジン一日でのfム.L度二う門己か′トさくなるため

一i鎚f一川fll什:-ミニがl｢り上L,小形にもなる｡,また令′■i一三の-一部が省略
されるたれ設計グ=′==僅か大きく,人谷_:=暮主変圧器,悠?允器
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注:略語説明 FRP(ガラス絶維強化7Dラスチック)

図6 レジンの曲げ強さ一温度特性 絶縁種別とモールド方式の組み

合わせに対し,最適なレジンを使用している｡
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図7 負荷率と発生損失の関係(自社試算例)
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温度上昇限度が高い

ほど負荷損は大きいが,小形化によって無負荷損がフ成少L,軽負荷時の全損失

が減少する｡



J‾口変J主器,特殊結線の′変｢i許諾などに拉過であるこ､柑問の結

純増体は絶言様根粒リードとし,端了一｢Hjを才妾紙するだけで卜

分な気中絶力凍刑場位が確保される帖道とLている.っiT㌻却方式は

3MVA以卜を風i介とするグ)を-一一応の杷ミ畔としているか,コイ

ルを軸方1ハ=二過-りJな大きさに分語りする方J(とすれば,10MVA

までt/1i脊で製作可能であることを試作器によリオ碓認i斤ふで

ある.⊃

一巻線のf_～‖l.艦上シH収J空はB仲75℃,F純95℃,H帥120てこで,

i′..L櫨卜汁限度が高くなるはど貝イJ川iは大きくなるか,巻線ノ女

び鉄心が小形化さメLるた･れ 無f与荷川は減少する化糾りとなる｡.

図7はそク〕試算例で,畔負荷ではH稚のほうが幼年iが結くな

る似【｢りかある｡熱九‾E力については,

数の芹,iJ｡し度分布,巻デ線寸借遥かJ〕く

てレジンに発生する練返し応力が,

依以下であるように.設計してし､るL_,

や体とレジンの拙膨脈係

るJ心力躾小などに起因l一

姫労ノ､+‡命を々▲寝Lたカニ1拝

また,与望■盲いこは過fき荷適

′Ⅰ註ヒートサイクル試験,部分放`lに試験などを工夫施することに

よってイこ子鮒件を-1うナに確認LているL_つ

3.2 小･中容量モールド変圧器(卜5MVA以下)

′ト中谷‡.i二語注には恍仲仕様.打】とLて_吉如巨に過したB帥絶紘･

i_iミ′l言りJ∫い女び特殊仕様への対んじと,低拭失･小作う化を桔士主と

した6kVネ妓のF柑純綿･含i一之ノJ▲式がある｡二れノブはシリー--ズ

化によって,用途に応じた幅広い逃択を可能とLている.｡図8

に6kV含i′よ方J〔モールド餐圧詩誌の外観をホす

3.3 据 付

モー′しド変J上汁旨は,安全トキュービク/しに1州勺するか,安

全柵l勺に設一己_if】三する必要がある.=ゝなおコイルが=ミキろうなため,拭

い場所への分解搬入や一呪他紙立による抑汁す作業も7i姑であるL_,

【l SF6ガス絶縁変圧器

11ニーンニ製作所は,昭和56年に`iにト王147kV,

SF6オス純綿変性諾詩3)を〕こ成するととい二,

30MVAまでの′‾ヒ産休制を碓､エLた.コ

4.1 特 長

(1)SF6ガスは不燃什･非雌発性,撫)亨‡

1存_…-壬20′/3MVAグ)

′.言上二1三154kV,ノ存二‡lと

無臭のためl;方災什

に憤れており､仙火l;‡モの告略やit■トナく設伯の車軸.ikを阿ることが

句題:`′′′主.w
さ か

暮 暮

ち
図
8

F種絶縁･合さ量方式モールド変圧器の外観 高･低圧とも日

立FRP(ガラス繊維強化プラスチック)を使用L,低損失化･小形化されている｡

受変電設備用変圧器 647

できる.

(2).小邑卜仁･人7i-と-主グ)不燃件変J二仁語注の製作か吋能である.ノ

(3)本体は1.牛山帖j韮で,ガス汁l;れグ)仲山･似.攫や袖機架Fiグ〕イ米

′､〕∴■【∴彬‡もこど_i切なため,湛怯･付こナ､寸:か伯iiいぐある′

(4)ヰニ体はタンクに延桁はノJのSF6か､スを上+`入Lて愉j去L､

カリ也では硯地で接続された部分にだけSF6オスをj寸人するノノ

法に.上ノーノて肘什_t∴fl.三を加納L,†‾.描椚三をl･′り卜させている..

(5)GISと･グ〕巾結によ一--ノてそ変′とに殺伯の不燃化･と揃ぃト化を′ノミ

_呪し,逆転･付こ′､1=のjし油化,的諌主化を卜ぎ】ることかできる.
4.2 構 造

図9にSF(iオス純綿変｢l二粥圭のイ端近例タ′jミす..また表4にf山

人坐r上三汁三吉との主な木川拉∴LJ二を比忙してホすL〕

表4 SF(うガス絶縁変圧器と油入変庄器の構造相違点の比較

鉄心,巻線,性能など同一のものについては除外した(1

項 目 ガス絶縁変圧器 油 入 変 圧 器

絶 縁 材 料
SFt;力Jス 毒広 〉由

ポリエステルフィルム クラフト紙

タ ン ク て鋼板製気密タンク 鋼板製油密タンク

シール構造 二重0リング方式 コルクニトリルカ7スケット

築電圧タップ
切 換 器

スライド式 回転形又はスライド式

負荷時タップ

切換装置

プッシング

真空スイッチ式 抵抗式

油テ量紙コンデンサ形エポキシコンデンサ形

コンサベータ 不 イ寸 付･不付

冷 却 方 式

自
′令

式 自 ノ令 式

ガス強制循環自冷式 送〉由自冷式

ガス強制循環凰ノ令式 送油風冷式

保 護 装 置

ダイヤル温度計(警報接点イ寸),

達成計,温度補償付ガス密度

検出器,圧力スイッチ

ダイヤル温度計(警報接点付),

油面計

放庄板,選圧弁

衝撃圧力継電器

プッシンク

GIS タく
SF6

ガス■

仕切弁

伸縮継手

ガス冷却器

｢＼

高圧巻線

低圧巻線

鉄心

¢ 脚 //て

【三>

空気

SF†1

ガス

め

空気

何

SF6ガス

ガス流案内板

冷却ガスの流れ

l

ガス循環送風機

無電庄タッ7D切換器

図9 SF6ガス絶縁変圧器の構造例 GIS直結形ガス強制循環風冷式

の場合を示す｡
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(1)本体の構造

や休の絶縁材料はSF6オ'ス中での耐熱件･絶縁特性に似れ

たポリエステルフィルムを使印し,岳J-f巻線は衝撃電圧に対

する′･引立分布か良好なインタリーブ巻線とLている.⊃ 各部グ)

電界を一乍等化して絶縁寸法の縮小による小形･輯王i呈二化を阿る

一方,万一オ'ス圧力が大気†tまで低‾卜Lても,清規逆転1EJ上

に耐える設計とLて†言鰍性を高めている｡

iて㌻却方式はガス強制循環方式とL,ケスをタンク底部かノ〕

送り込む構造とLて止ブJ捕失を帆減L,i;川ほ旨ノ女びオ1ス術環

j封軋機を小形化している｡)また巻線内では,SF6ケ､スをンブ

ザグ状に過す鳩造とLて≠J.い空分布の均等化を凶っている｡

タンクは,i存才妾部の1く密試験,製作権の水任試験によって

強度と乞i禽什を確認し,フランジ様子掴;には二壷0リング一方

式のシール偶造を托川するとともに,純二ウニて後は苫梯法によ

る㌔ミ密試腺を実施することによって,カ･■ス粘れl坊1卜に対して

万全を期Lている(〕

(2)付蟻 品

プッシングは′竜1川勺及びオスシ【ル惟能に憧れたエホキン

コンデンサ形とし､無ノ違止夕IソナりJ枚器は地上でハンドル推

作で切換えを行なう小形のスライト方式を抹伺Lている.二.i舟

却音詩には附則生,熱交換特性が良好で小形･鞭二王iミニなアルミニ

ウム製直交形オ､スー空左も熱交換器を採鞘し,また目指1〔の放

熱器には,熱放散特件の良好なパネル什壬を採用している｡オ､

ス循環送風機は洞桁油循環方J〔,;了㌻却フアンはふ耐熱グリー

スの採用によって鰍妥の損耗を少なくしているっ 本体とi了†去口

系統は仕切弁によって完全にグス区画され,付鶴品の交枚を

古城にLてある｡

4.3 運転･保守及び1呆護

(1)二重0リング方式の構造とSF6カ､■ス対人時の水分符押ノ女

び水分牧着別の装薦によって,桝付彼のSF6オ､ス巾水分の管

理を省力化しているり(2)ガス循環送風機枚び;行却フ7ンは,

異常斉や潤搾H由の変色の有無を巡視ノ∴り灸することか主体で,

潤滑油の交枚も本体のSF6オスを抜くことなく実施できる構

造とLている｡(3)ガス漏れによる圧力低下は,温度補侶付ガ､ス

密度検出器によって警報･速断の2段階で保護される｡(4)万一

の内部事故時にも,アークによる圧力_L昇はわずかである｡

GIS直結時に封入圧力の高いGIS側から変圧器側に漏れる場

合が最も過酷であるため,タンクはこの圧力上昇に対する強

度が十分な構造としている｡万一に備えて,圧力スイッチで

保護する方式としている｡ガス密度検出器,ダイヤル温度計

の感温部は間接取付形とし,圧力スイッチ,達成計を含めこ

れらの動作確認及び交換を,簡単なバルブ操作によって実施

できるようにしている｡

4.4 適 用

図10に電鉄偶の地下餐電所に設道Lた単州8MVA(バンク

布端24MVA),66/22kVのSF6フナス絶紬変圧器4)をホす⊂.GIS

L亡絹吉形として変電所全体をイく燃化し,ii∫i火設備やドガ火Ii.モの.設

置を軽減するととい二,縮小化を凶るという拉も効米｢王てJち･旭

川例である｡図11に地上変電所に設置Lた三木F一寸10MVA,66ノ/

6.6kVのSF6オ'ス絶縁変J十三器をホす｡本変ノ【荘所は新幹線の応

架J下に設置され,住宅寓築地城にも隣接LていることかJ〕

SF6ガス絶縁変圧若菜が手末梢されたもので,騒芹†氏減をll』るた

め放熱器別置什ラのか､ス強制術瑞軒了㌻J〔とLてし､るこつ これご〕の

適用例では,いずれも二次側系統にH純モールト変ト†三器か紙

用され,SF6カいス絶紬ことモールド絶縁の組合せによる1;ガ災形

の無人変電所を実現Lている｡
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図10 単相8MVA(バンク24MVA),66/22kVSF6ガス絶縁変圧器

ガス強制循環風冷式3台をGIS直結とL.∨結線の運転を可能とした｡冷却系は

二重イヒLている｡

図事1三相】OMVA,66//6.6kVのSF6ガス絶縁変圧器 住宅密集地

域のため,放熱器別置形のカス強制循環自冷式としている｡

■】 緒 言

一三変屯.馴iii円盤圧器に刈`する拉近のニーース■と対応技術及び

その場梢例を,仙人変圧器,モールド変J土器ノ女びSF6カ､､ス絶

紬射上器についてキこJり卜LたrJ今後掛二投資効果の似れた変圧

器を拙伏するため,′ト形･軽≡遠化,省エネルギーー,新機能の

氾仙ノ之ひイ.捕〔性l‾rり卜に努めるととい二,系統計血,機椎の逃

走･配置計画,経済性比較などのエンジニアリングに積極的

に参画L,需要家各位の期待にこたえてゆく考えである｡
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